
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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　①　入力端子の印加波形
　入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。

　CMOSデバイスの入力がノイズなどに起因して，VIL（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域にとど

まるような場合は，誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定な場合はもちろん，VIL

（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズ等が入らないよ

うご使用ください。

　②　未使用入力の処理
　CMOSデバイスの未使用端子の入力レベルは固定してください。

　未使用端子入力については，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させるのではな

く，プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用の入出力端子

が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは

GNDに接続することが有効です。

　資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。

　③　静電気対策
　MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。

　MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に

は，当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，

金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置し

たり，端子を触ったりしないでください。

　また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。

　④　初期化以前の状態
　電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。

　電源投入時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，

リセット動作やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象とな

ります。

　リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。

　⑤　電源投入切断順序
　内部動作および外部インタフェースで異なる電源を使用するデバイスの場合，原則として内部電

源を投入した後に外部電源を投入してください。切断の際には，原則として外部電源を切断した後

に内部電源を切断してください。逆の電源投入切断順により，内部素子に過電圧が印加され，誤動

作を引き起こしたり，異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。

　資料中に「電源投入切断シーケンス」についての記載のある製品については，その内容を守って

ください。

　⑥　電源OFF時における入力信号
　当該デバイスの電源がOFF状態の時に，入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。

入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入により，誤動作を引き起こしたり，異常電流が流

れ内部素子を劣化させたりする場合があります。

　資料中に「電源OFF時における入力信号」についての記載のある製品については，その内容を守

ってください。

CMOSデバイスの一般的注意事項

 

 

 

 

この資料に記載されている会社名，製品名などは，各社の商標または登録商標です。 
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本資料に記載されている内容は2009年9月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。
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はじめに 

対 象 者 このマニュアルは，携帯マルチメディア・プロセッサ EMMA Mobile1（以降，EM1 と表記します）の

SDカードインタフェースの機能を理解し，それを用いたソフトウエア，ハードウエアなどのアプリケー

ション・システムを設計するユーザを対象とします。 

 

目  的 このマニュアルは，EM1の SDカードインタフェースが持つハードウエア，ソフトウエア機能をユーザ

に理解していただき，これらのデバイスを使用するシステムのハードウエア，ソフトウエア開発の参照

用資料として役立つことを目的としています。 

 

構  成 このマニュアルは，大きく分けて次の内容で構成しています。 

 

● 第 1章 概  説 

● 第 2章 端子機能 

● 第 3章 レジスタ 

● 第 4章 機能詳細 

 

読 み 方 このマニュアルを読むにあたっては，電気，論理回路，マイクロコンピュータに関する一般的知識が必

要となります。 

 

・SDカードインタフェースの機能の詳細を理解しようとするとき 

 → 目次に従ってお読みください。 

 

・携帯マルチメディア・プロセッサ全体の機能を理解しようとするとき 

 → モジュールごとのユーザーズ・マニュアルを参照してください。 

 

・携帯マルチメディア・プロセッサ全体の電気的特性を理解しようとするとき 

 → データ・シートを参照してください。 
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凡  例 データ表記の重み ：左が上位桁，右が下位桁 

 注 ：本文中につけた注の説明 

 注意 ：気をつけて読んでいただきたい内容 

 備考 ：本文中の補足説明 

 数の表記 ：2進数 … ××××または××××B 

    10進数 … ×××× 

    16進数 … ××××H 

 データ・タイプ ワード … 32ビット 

  ハーフワード … 16ビット 

  バイト … 8ビット 

 

関連資料 関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。あらかじめご

了承ください。 

 

資料名 資料番号 

MC-10118Aデータ・シート S19657J 

μPD77630Aデータ・シート S19686J 

ユーザーズ・マニュアル Audio/Voice，PWMインタフェース編 S19253J 

 DDR SDRAMインタフェース編 S19254J 

 DMAコントローラ編 S19255J 

 I2Cインタフェース編 S19256J 

 ITU-R BT.656インタフェース編 S19257J 

 LCDコントローラ編 S19258J 

 MICROWIRE編 S19259J 

 NAND Flash インタフェース編 S19260J 

 SPI編 S19261J 

 UARTインタフェース編 S19262J 

 イメージ・コンポーザ編 S19263J 

 イメージ・プロセッサ・ユニット編 S19264J 

 システム制御／汎用入出力インタフェース編 S19265J 

 タイマ編 S19266J 

 地上デジタル TVインタフェース編 S19267J 

 カメラ・インタフェース編 S19285J 

 USBインタフェース編 S19359J 

 SDメモリ・カード・インタフェース このマニュアル 

 PDMA編 S19373J 

 1チップ編 (MC-10118A) S19598J 

 1チップ編 (μPD77630A) S19687J 

 

注意 上記関連資料は，予告なしに内容を変更することがあります。設計などには，必ず最新の資料を使用してくだ

さい。 
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3.2.17 SDメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 1．．．26 

3.2.18 SDメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 2．．．27 

3.2.19 SDメモリカード転送クロックコントロールレジスタ．．．28 

3.2.20 SDメモリカード転送データサイズレジスタ．．．29 

3.2.21 SDメモリカードオプション設定レジスタ．．．30 

3.2.22 SDメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 1．．．32 

3.2.23 SDメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 2．．．33 

3.2.24 SDメモリカードデータバッファ 0レジスタ．．．34 

3.2.25 SDIOモード設定レジスタ．．．34 

3.2.26 SDIOインフォメーションレジスタ．．．35 

3.2.27 SDIOインフォメーションマスクレジスタ．．．36 

3.2.28 拡張モードコントロールレジスタ．．．37 



ユーザーズ・マニュアル S19361JJ4V0UM 8 

3.2.29 SDIxソフトリセット制御レジスタ．．．38 

3.2.30 SDIxユーズレジスタ．．．39 

3.2.31 SDIxユーズ 2レジスタ．．．39 

3.2.32 SDIx DMAモードSDバッファレジスタ．．．41 

第 4章 機能詳細．．．42 

4.1 SDメモリカード転送クロック選択(同期モード)．．．42 

4.2 SDIO割り込みについて．．．43 
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図の目次 

 図番号 タイトル，ページ 

図 4-1 1bit幅で使用した場合のSDIO割り込みタイミング．．．43 

図 4-2 4bit幅で使用した場合のSDIO割り込みタイミング(シングル転送コマンド使用時)．．．43 

図 4-3 4bit幅で使用した場合のSDIO割り込みタイミング(マルチ転送コマンド使用時)．．．44 

 

 

 

表の目次 

 表番号 タイトル，ページ 

表 4-1 SDメモリカード転送クロック選択表一覧(非同期モードの場合)・・・42 
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第1章  概  説 

この仕様書では、EM1に搭載する SDIOカード、ノンセキュア SDメモリカードインターフェース(短縮名 SDIA、

SDIB、SDIC。以下の説明には SDIxを用いる)に関するモジュールの機能仕様を記述します。 

 

 

1.1  特  徴 

主な特徴を次に示します。 

 

○SD メモリカード・SDIO カードとのデータ転送ライン幅は 1ビットと 4ビットの両方に対応しています。 

 

○フレーム単位でのデータ転送に対応しています。 

 

○コマンドラインでの CRC7 エラーチェック、各データビットラインでの CRC16 チェック機能(ハードウエア)に対応し

ています。 

 

○接続できる SD メモリカード,SDIO カードのポート数は３つです。 

 

○SDメモリカードのデータ転送バッファはパフォーマンスの観点から16bit×256wordを2ブロックで構成しています。 

 

○1バイトから 512 バイトまでのデータ転送数に対応しています。 

 

○SDIx モジュール内で SD メモリカード転送クロックをソースクロックから生成することが可能です。（ソースクロッ

クの 2分周,4 分周,8 分周,16 分周・・・512 分周から選択） 

 

○SD カードインタフェース物理仕様 2.0 対応、SDIO 物理仕様 2.0 対応、MMC4.2 相当対応。 
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第2章  端子機能 

2.1  SDカードインタフェース端子 

端子名 入出力 リセット時 機  能 兼用端子 

SD0_CKO 出力 0 クロック出力 - 

SD0_CMD 入出力 0 コマンド - 

SD0_DATA0 入出力 0 データ - 

SD0_DATA1 入出力 0 データ GIO_P88 

SD0_DATA2 入出力 0 データ GIO_P89 

SD0_DATA3 入出力 0 データ GIO_P90 

SD0_CKI 入力 － クロック入力 GIO_P91 

SD1_CKO 出力 0 クロック出力 - 

SD1_CMD 入出力 0 コマンド CAM_YUV5 

SD1_DATA0 入出力 0 データ CAM_YUV6 

SD1_DATA1 入出力 0 データ CAM_YUV7 

SD1_DATA2 入出力 0 データ CAM_VS 

SD1_DATA3 入出力 0 データ CAM_HS 

SD1_CKI 入力 － クロック入力 GIO_P92, CAM_CLKI 

SD2_CKO 出力 0 クロック出力 GIO_P112, NAND_D2 

SD2_CMD 入出力 0 コマンド GIO_P113, NAND_D3 

SD2_DATA0 入出力 0 データ GIO_P114, NAND_D4 

SD2_DATA1 入出力 0 データ GIO_P115, NAND_D5 

SD2_DATA2 入出力 0 データ GIO_P116, NAND_D6 

SD2_DATA3 入出力 0 データ GIO_P117, NAND_D7 

SD2_CKI 入力 － クロック入力 GIO_P93, NAND_OE 
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第3章  レジスタ 

3.1  レジスタ一覧 

SDIxの制御レジスタは、16ビット幅のレジスタで構成されます。ACPU、ADSP、DMAからはワード（32ビット）

単位でアクセスされます。その場合上位 16 ビットは無効データとなります。無効データとは書き込みデータは無視、

読み出しデータはオール 0のことを指しています。Reservedのレジスタへのアクセスは行わないでください。各レジ

スタ内の Reservedビットへは，0以外を書き込まないでください。 

  

ベースアドレス： 

 SD0(SDIA) 5005_0000H、 

 SD1(SDIB) 5006_0000H、 

 SD2(SDIC) 5009_0000H 

            (1/2) 

アドレス レジスタ名称 略号 R/W リセット時 

500x_0000h ＳＤメモリカードコマンドレジスタ SDIx_CMD R/W 0000_0000h 

500x_0004h ＳＤメモリカードポート選択レジスタ SDIx_PORT R/W 0000_0100h 

500x_0008h ＳＤメモリカードコマンド引数レジスタ 0 SDIx_ARG0 R/W 0000_0000h 

500x_000Ch ＳＤメモリカードコマンド引数レジスタ１ SDIx_ARG1 R/W 0000_0000h 

500x_0010h ＳＤメモリカードストップレジスタ SDIx_STOP R/W 0000_0000h 

500x_0014h ＳＤメモリカード転送セクターカウントレジスタ SDIx_SECCNT R/W 0000_0000h 

500x_0018h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 0 SDIx_RSP0 R 0000_0000h 

500x_001Ch ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ１ SDIx_RSP1 R 0000_0000h 

500x_0020h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 2 SDIx_RSP2 R 0000_0000h 

500x_0024h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 3 SDIx_RSP3 R 0000_0000h 

500x_0028h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 4 SDIx_RSP4 R 0000_0000h 

500x_002Ch ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 5 SDIx_RSP5 R 0000_0000h 

500x_0030h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 6 SDIx_RSP6 R 0000_0000h 

500x_0034h ＳＤメモリカードレスポンスレジスタ 7 SDIx_RSP7 R 0000_0000h 

500x_0038h ＳＤメモリカードインフォメーションレジスタ 1 
SDIx_INFO1 R/W, 

R 

Unknown 

(0000_068D)

500x_003Ch ＳＤメモリカードインフォメーションレジスタ 2 
SDIx_INFO2 R/W, 

R 

Unknown 

(0000_2080h)

500x_0040h ＳＤメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 1 SDIx_INFO1_MASK R/W 0000_031Dh

500x_0044h ＳＤメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 2 SDIx_INFO2_MASK R/W 0000_8B7Fh

500x_0048h ＳＤメモリカード転送クロックコントロールレジスタ SDIx_CLK_CTRL R/W 0000_0020h 

500x_004Ch ＳＤメモリカード転送データサイズレジスタ SDIx_SIZE R/W 0000_0200h 

500x_0050h ＳＤメモリカードオプション設定レジスタ SDIx_OPTION R/W 0000_00EEh

500x_0054h Reserved － － － 

500x_0058h ＳＤメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 1 SDIx_ERR_STS1 R 0000_2000h 

500x_005Ch ＳＤメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 2 SDIx_ERR_STS2 R 0000_0000h 
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            (2/2) 

アドレス レジスタ名称 略号 R/W リセット時 

500x_0060h ＳＤメモリカードデータバッファ 0レジスタ SDIx_BUF0 R/W Unknown 

500x_0064h Reserved － － － 

500x_0068h SDIOモード設定レジスタ SDIx_SDIO_MODE R/W 0000_0000h 

500x_006Ch SDIOインフォメーションレジスタ SDIx_SDIO_INFO1 R/W 0000_0000h 

500x_0070h SDIOインフォメーションマスクレジスタ 
SDIx_SDIO_INFO1_

MASK 
R/W 0000_C007h

500x_0074h 

500x_01ACh 

Reserved － － － 

500x_01B0h 拡張モードコントロールレジスタ 
SDIx_CC_EXT_MOD

E 

R, 

R/W 
0000_1000h 

500x_01B4h 

500x_01BCh 

Reserved － － － 

500x_01C0h SDIxソフトリセット制御レジスタ SDIx_SOFT_RST R/W 0000_0000h 

500x_01C4h 

500x_01E0h 

Reserved － － － 

500x_0200h SDIxユーズレジスタ           
SDIx_USER R/W, 

R 
0000_0004h 

500x_0204h SDIxユーズ 2レジスタ SDIx_USER2 R/W 0000_0000h 

500x_0210h 

500x_02FCh 

Reserved － － － 

500x_0300h SDIx DMAモード SDバッファレジスタ  R/W - 
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3.2  レジスタ機能 

3.2.1  SDメモリカードコマンドレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_CMD：5005_0000h)，(SDIB_CMD：5006_000h)および(SDIC_CMD：5009_000h)）は，

SDメモリカードコマンド／レスポンス制御用のレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

MD7 MD6 MD5 MD4 MD3 MD2 MD1 MD0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

C1 C0 CF45 CF44 CF43 CF42 CF41 CF40 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

MD[7:6] R/W 15:14 0 CMD12モード選択ビット 

MD5 R/W 13 0 シングル・マルチブロック転送選択ビット 

0:シングルブロック転送 

1:マルチブロック転送 

MD4 R/W 12 0 ライト・リードモード選択ビット 

0:ライト 

1:リード 

MD3 R/W 11 0 データモード選択ビット 

0:データなし 

1:データあり 

MD[2:0] R/W 10:8 0 拡張コマンド，レスポンスタイプ選択ビット 

C[1:0] R/W 7:6 0 コマンドモード設定ビット 

CF[45:40] R/W 5:0 0 コマンドインデックス設定ビット 

 注意 設定コマンド，レスポンスの内容は SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

  

MD[7:6] CMD12モード選択ビット 

MD7 MD6 ファンクション 

  0   0 CMD12 が自動転送 

  0   1 SDIOコマンド(Host <-> Card) CMD12 が非自動転送 

  1   0 リザーブ 

  1   1 リザーブ 

 

*CMD12の自動転送とは，セクターカウントにより CMD12が自動転送されデータ転送を停止する意味です。 
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 MD[2:0] 拡張コマンド、レスポンスタイプ選択ビット 

MD2 MD1 MD0 コマンドモード レスポンスタイプ 

0 0 0 ノーマルモード デコードコマンド 

SDメモリカード,MMCカード用 

0 0 1 拡張コマンド リザーブ 

0 1 0 拡張コマンド リザーブ 

0 1 1 拡張コマンド レスポンスなし 

1 0 0 拡張コマンド R1,R6,R5 

1 0 1 拡張コマンド R1b,R5b 

1 1 0 拡張コマンド R2 

1 1 1 拡張コマンド R3,R4 

 

C[1:0] コマンドモード設定ビット 

C1 C0 ファンクション 

0 0 SDメモリカード・マルチメディアカードのコマンド 

0 1 SDメモリカードの CMD55後の ACMD  

1 0 相互認証用コマンド 

1 1 リザーブ 

 

CF[45:40] コマンドインデックス設定ビット 

SDメモリカードコマンド形式のビット 45からビット 40にセットされるコマンドインデックス設定ビット 

5 4 3 2 1 0 

CF45 CF44 CF43 CF42 CF41 CF40 
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3.2.2  SDメモリカードポート選択レジスタ 

本レジスタ（(SDIA_PORT：5005_0004h)，(SDIB_PORT：5006_0004h)および(SDIC_PORT：5009_0004h)）

は，複数の SDメモリカードポートがある場合，使用ポートを指定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved NP2 NP1 NP0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved P1 P0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:11 - - 

NP[2:0] R 10:8 1 サポートされる SDメモリカードの数 

Reserved - 7:2 - - 

P[1:0] R/W 1:0 0 選択 SDメモリカードポート番号選択ビット 

 

 NP[2:0] サポートされる SDメモリカードの数。 

NP2 NP1 NP0 ファンクション 

0 0 0 定義なし 

0 0 1 1ポート[デフォルト] 

0 1 0 2ポート 

0 1 1 3ポート 

1 0 0 4ポート 

 

 P[1:0] 選択 SDメモリカードポート番号選択ビット。 

P1 P0 ファンクション 

0 0 ポート 0選択 

0 1 *設定禁止 

1 0 *設定禁止 

1 1 *設定禁止 

*0以外の値を設定した場合の動作保証はありません。 
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3.2.3  SDメモリカードコマンド引数レジスタ 0 

本レジスタ（(SDIA_ARG0：5005_0008h)，(SDIB_ARG0：5006_0008h)および(SDIC_ARG0：5009_0008h)）

は，SDカードコマンドの引数を格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

CF23 CF22 CF21 CF20 CF19 CF18 CF17 CF16 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CF15 CF14 CF13 CF12 CF11 CF10 CF9 CF8 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

CF[23:8] R/W 15:0 0x0000 SDメモリカードに転送するコマンドの引数を設定します。コマ

ンドフォーマットのビット 23～ビット 8に対応します。 

＊設定コマンド引数については SDメモリカード仕様 Part1物理

仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

 

3.2.4  SDメモリカードコマンド引数レジスタ 1 

本レジスタ（(SDIA_ARG1：5005_000Ch)，(SDIB_ARG1：5006_000Ch)および(SDIC_ARG1：5009_000Ch)）

は，SDカードコマンドの引数を格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

CF39 CF38 CF37 CF36 CF35 CF34 CF33 CF32 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CF31 CF30 CF29 CF28 CF27 CF26 CF25 CF24 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

CF[39:24] R/W 15:0 0x0000 SDメモリカードに転送するコマンドの引数を設定します。コマ

ンドフォーマットのビット 39～ビット 24に対応します。 

＊設定コマンド引数については SDメモリカード仕様 Part1物理

仕様 Ver2.0を参照してください。 
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3.2.5  SDメモリカードストップレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_STOP：5005_0010h)，(SDIB_STOP：5006_0010h)および(SDIC_STOP：5009_0010h)）

は，SD転送の停止制御を指定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 SEC 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 STP 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:9 0 - 

SEC R/W 8 0 SDIx_SECCNTレジスタ有効設定ビット 

0:SDIx_SECCNTレジスタ無効 

1:SDIx_SECCNTレジスタ有効 

Reserved - 7:1 0 - 

STP R/W 0 0 転送ストップビット 

0:転送ノンストップ  

CMD17,CMD18,CMD24,CMD27,CMD30,CMD42,CMD56,CM

D43-48,ACMD18,,ACMD25がセットされる前に 0セット 

1:転送ストップ 

 

 

3.2.6  SDメモリカード転送セクターカウントレジスタ 

本レジスタ（ (SDIA_SECCNT：5005_0014h)， (SDIB_SECCNT：5006_0014h)および (SDIC_SECCNT：

5009_0014h)）は，転送セクター数をカウントするレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

CNT15 CNT14 CNT13 CNT12 CNT11 CNT10 CNT9 CNT8 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CNT7 CNT6 CNT5 CNT4 CNT3 CNT2 CNT1 CNT0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

CNT[15:0] R/W 15:0 0x0000 転送セクターをカウントする 16ビットカウンターです。 

 

＊SDIx_SECCNTが 0x0001の場合、転送セクター数は 1です。 

＊SDIx_SECCNTが 0xFFFFの場合、転送セクター数は 65535です。 

＊SDIx_SECCNTが 0x0000の場合、転送セクター数は 65536です。 
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3.2.7  SDメモリカードレスポンスレジスタ 0 

本レジスタ（(SDIA_RSP0：5005_0018h)，(SDIB_RSP0：5006_0018h)および(SDIC_RSP0：5009_0018h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R23 R22 R21 R20 R19 R18 R17 R16 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R15 R14 R13 R12 R11 R10 R9 R8 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[23:8] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 23～ビット 8に対応します。 

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

 

3.2.8  SDメモリカードレスポンスレジスタ 1 

本レジスタ（(SDIA_RSP1：5005_001Ch)，(SDIB_RSP1：5006_001Ch)および(SDIC_RSP1：5009_001Ch)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R39 R38 R37 R36 R35 R34 R33 R32 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[39:24] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 39～ビット 24に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 
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3.2.9  SDメモリカードレスポンスレジスタ 2 

本レジスタ（(SDIA_RSP2：5005_0020h)，(SDIB_RSP2：5006_0020h)および(SDIC_RSP2：5009_0020h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R55 R54 R53 R52 R51 R50 R49 R48 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R47 R46 R45 R44 R43 R42 R41 R40 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[55:40] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 55～ビット 40に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

 

3.2.10  SDメモリカードレスポンスレジスタ 3 

本レジスタ（(SDIA_RSP3：5005_0024h)，(SDIB_RSP3：5006_0024h)および(SDIC_RSP3：5009_0024h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R71 R70 R69 R68 R67 R66 R65 R64 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R63 R62 R61 R60 R59 R58 R57 R56 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[71:56] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 71～ビット 56に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 
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3.2.11  SDメモリカードレスポンスレジスタ 4 

本レジスタ（(SDIA_RSP4：5005_0028h)，(SDIB_RSP4：5006_0028h)および(SDIC_RSP4：5009_0028h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R87 R86 R85 R84 R83 R82 R81 R80 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R79 R78 R77 R76 R75 R74 R73 R72 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[87:72] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 87～ビット 72に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

 

3.2.12  SDメモリカードレスポンスレジスタ 5 

本レジスタ（(SDIA_RSP5：5005_002Ch)，(SDIB_RSP5：5006_002Ch)および(SDIC_RSP5：5009_002Ch)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R103 R102 R101 R100 R99 R98 R97 R96 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R95 R94 R93 R92 R91 R90 R89 R88 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[103:88] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 103～ビット 88に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 
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3.2.13  SDメモリカードレスポンスレジスタ 6 

本レジスタ（(SDIA_RSP6：5005_0030h)，(SDIB_RSP6：5006_0030h)および(SDIC_RSP6：5009_0030h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

R119 R118 R117 R116 R115 R114 R113 R112 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R111 R110 R109 R108 R107 R106 R105 R104 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

R[119:104] R 15:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 119～ビット 104に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

 

3.2.14  SDメモリカードレスポンスレジスタ 7 

本レジスタ（(SDIA_RSP7：5005_0034h)，(SDIB_RSP7：5006_0034h)および(SDIC_RSP7：5009_0034h)）

は，SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

R127 R126 R125 R124 R123 R122 R121 R120 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:8 0 - 

R[127:120] R 7:0 0x0000 SDメモリカードからのレスポンスを格納するレジスタです。レ

スポンスフォーマットのビット 127～ビット 120に対応します。

 ＊詳細なレスポンスフォーマットについては、SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 
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3.2.15  SDメモリカードインフォメーションレジスタ 1 

本レジスタ（(SDIA_INFO1：5005_0038h)，(SDIB_INFO1：5006_0038h)および(SDIC_INFO1：5009_0038h)）

は，SDIxの割り込みステータスレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 INFO2 0 INFO0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:3 0 - 

INFO2 R/W 2 0 リード・ライトアクセスオールエンド 

0:未了 

1:終了 

Reserved - 1 0 - 

INFO0 R/W 0 0 レスポンスエンド 

0:未了 

1:終了 
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3.2.16  SDメモリカードインフォメーションレジスタ 2 

本レジスタ（(SDIA_INFO2：5005_003Ch)，(SDIB_INFO2：5006_003Ch)および(SDIC_INFO2：5009_003Ch)）

は，SDIxの割り込みステータス（エラー，バッファステータス）レジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

ILA CBSY SCLKDIVEN 0 0 0 BWE BRE 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

DAT0 ERR6 ERR5 ERR4 ERR3 ERR2 ERR1 ERR0 

            (1/2) 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

ILA R/W 15 0 不正アクセスエラー (*1) 

0:通常アクセス 

1:不正アクセスエラー 

CBSY R 14 0 コマンドレジスタビジー 

0:転送終了 

1:転送中 

SCLKDIVEN R 13 0 SD_CLK_DIV有効ビット 

0:SDバス（コマンド，データがビジーな状態 

1: SDバス（コマンド，データがビジーでない状態 

Reserved - 12:10 0 - 

BWE R/W 9 0 ライトイネーブル 

0:SDメモリカードへのライトが無効 

1:SDメモリカードへのライトが有効（SDIx内のデータバッファ

が空） 

BRE R/W 8 0 リードイネーブル 

0:SDメモリカードからのデータリード無効 

1:SDメモリカードからのデータリード有効（SDIx内のデータ

バッファがフル） 

DAT0 R 7 Unknown SDデータライン 0ビット 

0:SDDATA0=0 

1:SDDATA0=1 

ERR6 R/W 6 0 レスポンスタイムアウト 

0:レスポンスタイムアウトエラー無し 

1:レスポンスタイムアウトエラー発生（64-SD転送クロック以上

コマンドレスポンス，SDストップレスポンスがない場合） 

ERR5 R/W 5 0 不正データバッファリードエラービット 

0:不正データバッファリードエラー無し 

1:不正データバッファリードエラー発生（データバッファが空に

も関わらず，データバッファからデータを読んだ場合） 

ERR4 R/W 4 0 不正データバッファライトエラービット 

0:不正データバッファライトエラー無し 

1:不正データバッファライトエラー発生 (*2) 

ERR3 R/W 3 0 タイムアウト（レスポンス以外）エラー 

0:タイムアウトエラー無し 

1:タイムアウトエラー (*3) 
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            (2/2) 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

ERR2 R/W 2 0 エンドエラーステータスビット 

0:エンドエラー無し   1:エンドエラー発生 (*4) 

ERR1 R/W 1 0 CRCエラーステータスビット 

0:CRCエラー無し   1:CRCエラー発生 (*5) 

ERR0 R/W 0 0 コマンドエラーステータスビット 

0:コマンドエラー無し   1:コマンドエラー発生 (*6) 

＊レスポンスフォーマットの詳細は SDメモリカード仕様 Part1 物理仕様 Ver2.0を参照してください。 

 

(*1)  ・転送中にコマンドレジスタを書き換えた場合 

・SDIx_CMDレジスタにレスポンスなし、データありを設定した場合 

・SDIx_CMDにデータありの CMD12を設定した場合 

        

(*2)  ・データリードまたはデータライトコマンドステータスがアサートされてない時にデータバッファ 

SDIx_BUF0にデータを書き込んだ場合。 

・シングルブロックライト時に、SDIx_BUF0が空になる前に書き込んだ場合。 

・マルチブロックライト時に、データバッファのバンク 1が空になる前にデータバッファのバンク 1に

書き込んだ場合。 

   

(*3) 次の５通りの場合を示す。 

・R1Bレスポンス受信後、SDIx_OPTIONレジスタのビット7－4で設定されるサイクル数を超えてSDDAT0

が 0（Busy）の場合。 

・CRCステータス書き込み後,、SDIx_OPTIONレジスタのビット 7－4で設定されるサイクル数を超えて

SDDAT0が 0（Busy）の場合。 

・ライトアクセス後、SDIx_OPTIONレジスタのビット 7－4で設定されるサイクル数を超えて CRCステー

タスライトがない場合。 

・リードコマンド発行後、SDIx_OPTIONレジスタのビット 7－4で設定されるサイクル数を超えてSDDAT0

が 0 (Busy)の場合。 

・SD_STOP レスポンス発行後、 SDIx_OPTION レジスタのビット 7－4 で設定されるサイクル数を超え

て SDDAT0が 0（Busy）の場合。 

 

(*4) エンドエラーとは、コマンドレスポンスの ENDビットエラー（レスポンス長）、リードデータの ENDビッ

トエラー（データ長）、CRCステータス書き込み時の ENDビットエラー（CRCステータス長）、SDス

トップレスポンスの ENDビットエラーを指します。 

 

(*5) CRCエラーとは、CRCステータスの書き込みエラー、リードデータの CRC16エラー、ストップレスポ

ンスの CRC7エラー、レスポンスの CRC7エラーを指します。 

 

(*6) コマンドエラーとは、コマンドレスポンスでのコマンドインデックスエラー、SD_STOPレスポンスでの

コマンドインデックスエラーを指します。 
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3.2.17  SDメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 1 

本 レ ジ ス タ （ (SDIA_INFO1_MASK ： 5005_0040h) ， (SDIB_INFO1_MASK ： 5006_0040h) お よ び

(SDIC_INFO1_MASK：5009_0040h)）は，SDIx_INFO1 レジスタで規定される割り込み要因に対する SDIx 割り

込みマスクレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 IMASK2 0 IMASK0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:3 0 - 

IMASK2 R/W 2 1 リードライトオールエンド検出要因割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

Reserved - 1 0 - 

IMASK0 R/W 0 1 レスポンスエンド検出要因割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 
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3.2.18  SDメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 2 

本 レ ジ ス タ （ (SDIA_INFO2_MASK ： 5005_0044h) ， (SDIB_INFO2_MASK ： 5006_0044h) お よ び

(SDIC_INFO2_MASK：5009_0044h)）は，SDIx_INFO2 レジスタで規定される割り込み要因に対する SDIx 割り

込みマスクレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

IMASK 0 0 0 0 0 BMSK1 BMSK0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 EMASK6 EMASK5 EMASK4 EMASK3 EMASK2 EMASK1 EMASK0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

IMASK R/W 15 1 不正アクセス要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

Reserved - 14:10 0 - 

BMASK1 R/W 9 1 ライトイネーブル要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

BMASK0 R/W 8 1 リードイネーブル要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

Reserved - 7 0 - 

EMASK6 R/W 6 1 レスポンスタイムアウト要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK5 R/W 5 1 不正データバッファリードアクセス要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK4 R/W 4 1 不正データバッファライトアクセス要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK3 R/W 3 1 タイムアウト要因（レスポンス以外）による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK2 R/W 2 1 エンドエラー要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK1 R/W 1 1 CRCエラー要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 

EMASK0 R/W 0 1 コマンドエラー要因による割り込みマスクビット 

0:ノーマスク 

1:マスク 
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3.2.19  SDメモリカード転送クロックコントロールレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_CLK_CTRL：5005_0048h)，(SDIB_CLK_CTRL：5006_0048h)および(SDIC_CLK_CTRL：

5009_0048h)）は，SDメモリカードの転送クロックの分周を設定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 SDCLKSEL SDCLKOFFEN SCLKEN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

DIV7 DIV6 DIV5 DIV4 DIV3 DIV2 DIV1 DIV0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:11 0 - 

SDCLKSEL R/W 10 0 SDメモリカード転送クロック選択 

0:SDノーマルカード選択 

1:SD高速カード選択 

SDCLKOFFEN R/W 9 0 SDメモリカード転送クロック制御有効ビット 

0:SDCLK制御無効 

1:SDCLK制御有効（非転送時のクロックオフ） 

SCLKEN R/W 8 0 SDメモリカード転送クロック有効ビット 

0: SDメモリカード転送クロック無効 Low出力) 

1: SDメモリカード転送クロック有効 

DIV[7:0] R/W 7:0 20H SDメモリカード転送クロック生成分周率設定ビット 

 

 SDIx_CLK_CTRL[7:0]  SDメモリカード転送クロック生成分周率設定ビット 

     SDIx_CLKからの生成分周率を設定します。 

    0   2分周 

    1   4分周 

    2   8分周 

    4  16分周 

    8  32分周 

   16  64分周 

   32 128分周 

   64 256分周 

  128 512分周 

 

＊ 上記以外の値を設定した場合 SDメモリカード転送クロックは停止します。 
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3.2.20  SDメモリカード転送データサイズレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_SIZE：5005_004Ch)，(SDIB_SIZE：5006_004Ch)および(SDIC_SIZE：5009_004Ch)）は，

転送サイズを指定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 LEN9 LEN8 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

LEN7 LEN6 LEN5 LEN4 LEN3 LEN2 LEN1 LEN0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:10 0 - 

LEN[9:0] R/W 9:0 0200H SDデータサイズ指定ビット 

1から 512バイトまで、バイト単位で指定可能です。0は設定し

ないで下さい。513バイト以上は設定しないでください。 
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3.2.21  SDメモリカードオプション設定レジスタ 

本レジスタ（ (SDIA_OPTION： 5005_0050h)， (SDIB_OPTION： 5006_0050h)および (SDIC_OPTION：

5009_0050h)）は，オプションを指定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

WIDTH 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

TOP27 TOP26 TOP25 TOP24 CTOP24 CTOP23 CTOP22 CTOP21 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

WIDTH R/W 15 0 SDデータ転送ビット幅指定ビット 

0:4ビット 

1:1ビット 

Reserved - 14:8 0 Reserved 

TOP[27:24] R/W 7:4 EH レスポンスタイムアウトカウンター 

CTOP[24:21] R/W 3:0 EH カード検出安定時間カウンタ 

 

 TOP[27:24] レスポンスタイムアウトカウンター 

TOP27 TOP26 TOP25 TOP24 ファンクション 

1 1 1 1 タイムアウトテストモード 

1 1 1 0 SD転送クロック*227  

1 1 0 1 SD転送クロック*226 

1 1 0 0 SD転送クロック*225 

1 0 1 1 SD転送クロック*224 

1 0 1 0 SD転送クロック*223 

1 0 0 1 SD転送クロック*222 

1 0 0 0 SD転送クロック*221 

0 1 1 1 SD転送クロック*220 

0 1 1 0 SD転送クロック*219 

0 1 0 1 SD転送クロック*218 

0 1 0 0 SD転送クロック*217 

0 0 1 1 SD転送クロック*216 

0 0 1 0 SD転送クロック*215 

0 0 0 1 SD転送クロック*214 

0 0 0 0 SD転送クロック*213 
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 CTOP[24:21] カード検出安定時間カウンタ 

CTOP24 CTOP23 CTOP22 CTOP21 ファンクション 

1 1 1 1 タイムアウトテストモード 

1 1 1 0 SD転送クロック*227  

1 1 0 1 SD転送クロック*226 

1 1 0 0 SD転送クロック*225 

1 0 1 1 SD転送クロック*224 

1 0 1 0 SD転送クロック*223 

1 0 0 1 SD転送クロック*222 

1 0 0 0 SD転送クロック*221 

0 1 1 1 SD転送クロック*220 

0 1 1 0 SD転送クロック*219 

0 1 0 1 SD転送クロック*218 

0 1 0 0 SD転送クロック*217 

0 0 1 1 SD転送クロック*216 

0 0 1 0 SD転送クロック*215 

0 0 0 1 SD転送クロック*214 

0 0 0 0 SD転送クロック*213 
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3.2.22  SDメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 1 

本レジスタ（(SDIA_ERR_STS1：5005_0058h)，(SDIB_ERR_STS1：5006_0058h)および(SDIC_ERR_STS1：

5009_0058h)）は，SDIxのエラー発生による割り込みのステータスを表示するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 E14 E13 E12 E11 E10 E9 E8 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 E5 E4 E3 E2 E1 E0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15 0 - 

E[14:12] R 14:12 010 ライト CRCステータスビット。SDメモリカードからのライト

CRCステータスを格納します。 

E11 R 11 0 CRC書き込みエラーステータスビット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E10 R 10 0 リードデータ CRCエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E9 R 9 0 SD_STOPレスポンス CRCエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E8 R 8 0 レスポンス CRCエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

Reserved - 7:6 0 - 

E5 R 5 0 CRC書き込みステータスエンドビットエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E4 R 4 0 リードデーターエンドビットエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E3 R 3 0 SD_STOPレスポンスエンドビットエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E2 R 2 0 コマンドレスポンスエンドビットエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E1 R 1 0 SD_STOPレスポンスのコマンドインデックスエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 

E0 R 0 0 コマンドレスポンスのコマンドインデックスエラービット 

0:エラー無し 

1:エラー 
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3.2.23  SDメモリカードエラー割り込みステータスレジスタ 2 

本レジスタ（(SDIA_ERR_STS2：5005_005Ch)，(SDIB_ERR_STS2：5006_005Ch)および(SDIC_ERR_STS2：

5009_005Ch)）は，SDIxのエラー発生による割り込みのステータスを表示するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 E6 E5 E4 E3 E2 E1 E0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:7 0 - 

E6 R 6 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（CRCステータス書き込み後、SDIx_OPTION[7:4]

で指定したサイクルを超えてビジー状態が続く場合） 

E5 R 5 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（ライトサイクル後、SDIx_OPTION[7:4]で指定し

たサイクルを超えてライト CRCステータスが返って来ない場

合） 

E4 R 4 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（リードコマンド発行後、SDIx_OPTION[7:4]で指

定したサイクルを超えてリードデータが返って来ない場合） 

E3 R 3 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（SD_STOP後、SDIx_OPTION[7:4]で指定したサ

イクルを超えて状態が続く場合） 

E2 R 2 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（R1bレスポンス後、SDIx_OPTION[7:4]で指定し

たサイクルを超えてビジー状態が続く場合） 

E1 R 1 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（640-SD転送クロック以上の時間、SD_STOPレ

スポンスが返って来ない場合） 

E0 R 0 0 0:エラー無し 

1: エラー発生（640-SD転送クロック以上の時間、コマンドレス

ポンスが返って来ない場合） 
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3.2.24  SDメモリカードデータバッファ 0レジスタ 

本レジスタ（(SDIA_BUF0：5005_0060h)，(SDIB_BUF0：5006_0060h)および(SDIC_BUF0：5009_0060h)）

は，SDメモリからのリードデータ，SDメモリへのライトデータを SDIx内で格納するバッファレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

BUF15 BUF14 BUF13 BUF12 BUF11 BUF10 BUF9 BUF8 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

BUF7 BUF6 BUF5 BUF4 BUF3 BUF2 BUF1 BUF0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

BUF[15:0] R/W 15:0 unknown 512Byte×2bankのデータバッファへの IOレジスタです 

  

 

3.2.25  SDIOモード設定レジスタ 

本 レ ジ ス タ （ (SDIA_SDIO_MODE ： 5005_0068h) ， (SDIB_SDIO_MODE ： 5006_0068h) お よ び

(SDIC_SDIO_MODE：5009_0068h)）は，SDIOモードの選択をコントロールするレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 C52PUB IOABT 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 RWREQ 0 IOMOD 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:10 0 - 

C52PUB 

(command52 

publish) 

R/W 9 0 SDIOアボート設定ビット(コマンド発行時に転送中のデータが

保障されます)) 

0: Default 

1: CMD52 is sent and the SD host holds IP transmission 

pending. The value before setting this bit is used as the CMD52 

parameter.  This bit is cleared after a CMD52 response is 

issued.   

IOABT R/W 8 0 SDIOアボート設定ビット(コマンド発行時には転送中のデータ

は即停止になります) 

0: Default 

1: CMD52 is sent and the SD host stops IP transmission. The 

value before setting this bit is used as the CMD52 parameter. 

Reserved - 7:3 0 - 

RWREQ R/W 2 0 マルチブロックリード時のリードウエイト要求信号 

Reserved R/W 1 0 - 

IOMOD R/W 0 0 SDIOモード設定ビット 

0: SDIOからの割り込み受付無効 

1: SDIOからの割り込み受付有効 
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3.2.26  SDIOインフォメーションレジスタ 

本 レ ジ ス タ （ (SDIA_SDIO_INFO1 ： 5005_006Ch) ， (SDIB_SDIO_INFO1 ： 5006_006Ch) お よ び

(SDIC_SDIO_INFO1：5009_006Ch)）は，SDIxを SDIOモードで使用したときの割り込みステータスレジスタで

す。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

EXWT EXPUB52 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 RWRDY C52RDY IOIRQ 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

EXWT R/W 15 0 ソフトリードライト要求 

0: 要求無し 

1: 要求あり 

EXPUB52 R/W 14 0 ソフトリードライト要因 

0: ライトによる 

1: リード転送，ライト転送でないときに C52PUBを 1に設定し

たとき 

Reserved - 13:3 0 - 

RWRDY R/W 2 0 リードウェイトモードレディビット 

0: リードウェイトモード準備中 

1: リードウェイトモード準備完了 

C52RDY R/W 1 0 CMD52レディビット 

0: CMD52発行準備中 

1: CMD52発行準備完了 

IOIRQ R/W 0 0 SDIO割り込みステータスビット 

0: SDIOカードからの割り込みなし 

1: SDIOカードからの割り込みあり 
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3.2.27  SDIOインフォメーションマスクレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_SDIO_INFO1_MASK：5005_0070h)，(SDIB_SDIO_INFO1_MASK：5006_0070h)および

(SDIC_SDIO_INFO1_MASK：5009_0070h)）は，SDIO モードでの該当ビットに割り当てられている割り込み要

因をマスク指定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

EXWT_MASK EXPUB52_MASK 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 RWRDY_MASK C52RDY_MASK IOIRQ_MASK

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

EXWT_MASK R/W 15 1 ソフトリードライト要求マスクビット 

0: マスク解除 

1: マスク指定 

EXPUB52_MASK R/W 14 1 ソフトリードライト要求マスクビット 

0: マスク解除 

1: マスク指定 

Reserved - 13:3 0 - 

RWRDY_MASK R/W 2 1 リードウェイトモードレディ要因マスクビット 

0: マスク解除 

1: マスク指定 

C52RDY_MASK R/W 1 1 CMD52レディ要因マスクビット 

0: マスク解除 

1: マスク指定 

IOIRQ_MASK R/W 0 1 SDIO割り込みステータス要因マスクビット 

0: マスク解除 

1: マスク指定 
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3.2.28  拡張モードコントロールレジスタ 

本レジスタ（ (SDIA_CC_EXT_MODE： 5005_01B0h)， (SDIB_CC_EXT_MODE： 5006_01B0h)および

(SDIC_CC_EXT_MODE：5009_01B0h)）は，CCバッファ拡張モードの制御を設定するレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 OREN 0 0 OBEN FOSEL 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CCOREN CCIWEN SDRWEN IWEN 0 0 DMASDRW FISEL 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:13 0 - 

OREN R 12 1 0: FIFOモード時に，出力バッファにデータが残っていることを

示します。 

1: FIFOモード時に，出力バッファが空であることを示します。

Reserved - 11:10 0 - 

OBEN R/W 9 0 0: リトルエンディアンタイプの出力バッファ 

1: ビッグエンディアンタイプの出力バッファ 

FOSEL R/W 8 0 0: RAMタイプの出力バッファモード 

1: FIFOタイプの出力バッファモード 

CCOREN R/W 7 0 0: PIOモード時に，CC出力バッファリードステータスが無効  

にします 

1: PIOモード時に，CC出力バッファリードステータスが有効に

します 

CCIWEN R/W 6 0 0: PIOモード時に，CC入力バッファライトステータスが無効に

します 

1: PIOモード時に，CC入力バッファライトステータスが有効に

します 

SDRWEN R/W 5 0 0: PIOモード時に，SDバッファリード・ライトステータスが無

効にします 

1: PIOモード時に，SDバッファリード・ライトステータスが有

効にします 

IWEN R/W 4 0 0: FIFOモード時に，出力バッファライトが無効にします 

1: FIFOモード時に，入力バッファライト準備 OKにします 

Reserved - 3:2 0 - 

DMASDRW R/W 1 0 0: SDバッファリード・ライト DMA無効 

1: SDバッファリード・ライト DMA有効 

FISEL R/W 0 0 0: RAMタイプ入力バッファ 

1: FIFOタイプ入力バッファ 
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3.2.29  SDIxソフトリセット制御レジスタ 

本レジスタ（(SDIA_SOFT_RST：5005_01C0h)，(SDIB_SOFT_RST：5006_01C0h)および(SDIC_SOFT_RST：

5009_01C0h)）は，SDIx各ブロックのソフトリセットレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 1 1 SDRST 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:3 0 - 

Reserved - 2:1 1  

SDRST R/W 0 1 SDインタフェースブロックリセット制御ビット 

0: SDメモリカードインタフェースモジュールリセット 

1: リセット解除 

＊SDIx_SOFT_RST[2:1]は必ず 1を設定してください 
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3.2.30  SDIxユーズレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_USER：5005_0200h)，(SDIB_USER：5006_0200h)および(SDIC_USER：5009_0200h)）

は，SDIxのラッパー部のコントロールレジスタです。 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

SYNC DMASDIx DMASDOx Reserved SDCLKSTP

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CLKSTP Reserved DMARQSEL2 DMARQSEL1 DMARQSEL0 Reserved CD 

           

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

SYNC R/W 15 0 AB1同期，非同期モード設定 

0: AB1同期モード   1: AB1非同期モード 

DMASDIx R 14 0 SDリードバッファ読み出し DMA要求フラグ 

0: 要求無し   1: 要求 

DMASDOx R 13 0 SDライトバッファ読み出し DMA要求フラグ 

0: 要求無し   1: 要求 

Reserved - 12:9 0 - 

SDCLKSTP R/W 8 0 SDCLKループ経路選択ビット 

0: 外部ループ選択 SD_CKO→SD_CKI 

1: 設定不可 

CLKSTP R/W 7 0 SDIxメインモジュールクロック IMCLKストップ設定ビット 

0: IMCLKの発振   1: IMCLKの停止 

Reserved - 6:5 0 - 

DMARQSEL[2:0] R/W 4:2 0x01 DMA要求信号要因選択ビット 

100：SDIx_RXDMARQ ノーアサイン 

   SDIx_TXDMARQ SDデータライト 

011：SDIx_RXDMARQ SDデータリード 

   SDIx_TXDMARQ ノーアサイン 

010：SDIx_RXDMARQ ノーアサイン 

   SDIx_TXDMARQ ノーアサイン 

001：SDIx_RXDMARQ SDデータリード 

   SDIx_TXDMARQ SDデータライト 

000：SDIx_RXDMARQ SDデータリード 

   SDIx_TXDMARQ SDデータライト 

Reserved - 1 0 - 

CD R/W 0 0 SDIxバスラッパー部，DMA・割り込みコントロール部のソフト

リセットビット 

0: リセット解除 

1: リセット 

※SDIx_SOFT_RSTは逆論理ですのでご注意ください 

 

3.2.31  SDIxユーズ 2レジスタ 

本レジスタ（(SDIA_USER2：5005_0204h)，(SDIB_USER2：5006_0204h)および(SDIC_USER2：5009_0204h)）

は，内部 SDクロックループ遅延選択設定，同期モード設定レジスタです。 
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15 14 13 12 11 10 9 8 

0 0 0 0 0 IntParam2 IntParaml1 IntParam0 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 SYNCMODE

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved - 15:11 0 - 

IntParam[2:0] R/W 10:8 0 内部調整用ビット 

000b以外の値を設定しないで下さい。 

Reserved - 7:1 0 - 

SYNCMODE R/W 0 0 同期モード設定ビット 

0: 非同期モード 

1: 同期モード 

 

 回路制御で使用する同期モード信号は SDIxユーズレジスタ（SDIx_USER）のビット 15と SDIxユーズ 2レジスタ

（SDIx_USER2）のビット 0を ORで論理結合した信号になります。 

 

 SDIx_USER

ビット 15 

SDIx_USER2

ビット 0 

モード制御信号 モード 

パターン 1 0 0 0 非同期モード 

パターン 2 0 1 1 同期モード 

パターン 3 1 0 1 同期モード 

パターン 4 1 1 1 同期モード 
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3.2.32  SDIx DMAモードSDバッファレジスタ 

本レジスタ（(SDIA_DMASD：5005_0300h)，(SDIB_DMASD：5006_0300h)および(SDIC_DMASD：5009_0300h)）

は，SDIxが DMAモードで動作する場合，SDリード，ライトバッファの IOレジスタです。 

*DMACが SDIxの SDリード・ライトバッファにアクセスする場合  SDIx_DMASD 

 ACPUが SDIxの SDリード・ライトバッファにアクセスする場合 SDIx_BUF0 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

SDIx_DMASD

15 

SDIx_DMASD

14 

SDIx_DMASD

13 

SDIx_DMASD

12 

SDIx_DMASD

11 

SDIx_DMASD

10 

SDIx_DMASD

9 

SDIx_DMASD

8 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

SDIx_DMASD

7 

SDIx_DMASD

6 

SDIx_DMASD

5 

SDIx_DMASD

4 

SDIx_DMASD

3 

SDIx_DMASD

2 

SDIx_DMASD

1 

SDIx_DMASD

0 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

SDIx_DMASD[15:0] R/W 15:0 0 DMA時の SDバッファビット 
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第4章  機能詳細 

 

4.1  SDメモリカード転送クロック選択(同期モード) 

SDメモリカード転送用のクロックは SDIAモジュール内部にて生成します。選択できるクロックの例を表 4-1に示し

ます。 

 

表 4-1 SDメモリカード転送クロック選択表一覧(非同期モードの場合) 

AHB クロック

周波数 

SDIA クロック周

波数 

SD メモリカー

ド 転 送 ク ロッ

ク周波数 

SDIA_CLKCT

RL 

レジスタ設定値

AB1_SDIAWA

ITCTRL レジス

タ設定値 

AB1_SDIARE

ADCTRL レジ

スタ設定値 

83MHz 83MHz 41.50MHz 2 分周 0x0300 0x0000 

83MHz 83MHz 20.75MHz 4 分周 0x0300 0x0000 

83MHz 83MHz 10.38MHz 8 分周 0x0300 0x0000 

83MHz 83MHz  5.19MHz 16 分周 0x0300 0x0000 

 

                         *SDシリアル転送クロック周波数は SDIA_CLK_CTRLレジスタで設定。 

 

SD メモリカード転送用クロックの選択にあたっては、ASMU からの SDIA モジュールクロック周波数、SDIA の

SDIA_CLKCTRLレジスタ、さらには ASMUの AB1_SDIAWAITCTRLレジスタの値に制限がありますのでご注意くだ

さい。 
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4.2  SDIO割り込みについて 

本SDIAは、SDIO Card Specification Ver2.0に準拠したSDIO割り込みに対応しています。 

規格によると、SDIOカードからの割り込みはSDデータラインのビット1を通して行われますが、SDIOカードを検知

してよいタイミングには規定があり、以下の2つに分類できます。 

 

①非同期割り込み期間：SDデータ[1]を用いたデータ転送のない間、割り込みラインとして使用される。 

②同期割り込み期間：SDデータラインが4bitモードの場合において、Mutiple Block転送の間の所定のタイミング 

でのみ出力される。 

 

1ビット幅で使用した場合と、4ビット幅で使用した場合1(シングルブロック転送のケース)、4ビット幅で使用した場

合2(マルチブロック転送のケース)の各々について規定されている割り込み期間について図示します。 

 

 

図 4-1 1bit幅で使用した場合の SDIO割り込みタイミング 

 

*1bit幅の場合は全ての期間で非同期割り込みタイミング状態です。 

 

 

図 4-2 4bit幅で使用した場合の SDIO割り込みタイミング(シングル転送コマンド使用時) 

 

*データ転送期間は割り込み禁止になります。 
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図 4-3 4bit幅で使用した場合の SDIO割り込みタイミング(マルチ転送コマンド使用時) 

 

*同期割り込みタイミング期間でのSDIOからの割り込みは、割り込み信号SDM_SD_INTのみアサートします。 

 

 

 



 

ユーザーズ・マニュアル S19361JJ4V0UM 45

［メ  モ］

 



 

 

【改版履歴】 

 
日付 版数 改版内容 

2009.1.30 暫定１版 － 

2009.1.21 第２版 P34 3.2.24～3.2.32 追記 

P6 関連資料 

・MC-10118A(EM1-D512)，μPD77630A(EM1-S)のデータ・シートおよびユーザーズ・マニュア

ル 1chip編を追記。 

・電源チップ編を削除。 

P10 1.1 特徴 下から３番目の項，最下段の項，説明文削除 

P11 2.1 SDカードインタフェース端子 

・SD1_CMDの兼用端子に CAM_YUV5 追記 

・SD1_DATA0の兼用端子に CAM_YUV6 追記 

・SD1_DATA1の兼用端子に CAM_YUV7 追記 

・SD1_DATA2の兼用端子に CAM_VS 追記 

・SD1_DATA3の兼用端子に CAM_HS 追記 

・SD1_CKIの兼用端子に CAM_CLKI 追記 

P14 3.2.1 SDメモリカードコマンドレジスタ 

・脚注の表中 MD7:0，MD6：0の時のファンクション説明 

非セキュアコマンド CMD12が・・・→CMD12が・・・ 訂正 

・脚注の表中 MD7:0，MD6：1の時のファンクション説明 

 セキュアコマンドおよび SDIOコマンド→SDIOコマンド 訂正 

・脚注説明文削除 

P17 3.2.3 SDメモリカードコマンド引数 0レジスタ 

→SDメモリカードコマンド引数レジスタ 0 レジスタ名称誤記訂正 

P17 3.2.4 SDメモリカードコマンド引数 1レジスタ 

→SDメモリカードコマンド引数レジスタ 1 レジスタ名称誤記訂正 

P18 3.2.5 SDメモリカードストップレジスタ 

・ビット 8 R/W属性 追記 

・ビット 8 機能説明欄 SDIx_SECCTRL→SDIx_SECCNT 誤記訂正 

P18 3.2.6 SDメモリカード転送セクターカウントストップレジスタ 

→SDメモリカード転送セクターカウントレジスタ レジスタ名称誤記訂正 

P23 3.2.15 SDメモリカードインフォメーションレジスタ 1 

・ビット 10 INFO10→Reservedに変更 

・ビット 9 INFO9→Reservedに変更 

・ビット 8 INFO8→Reservedに変更 

・ビット 7 INFO7→Reservedに変更 

・ビット 5 INFO5→Reservedに変更 

・ビット 4 INFO4→Reservedに変更 

・ビット 3 INFO3→Reservedに変更 

P25 3.2.16 SDメモリカードインフォメーションレジスタ 2 

脚注(*1) 一部説明文削除 

2009.3.31 第３版 

P26 3.2.17 SDメモリカードインフォメーションマスクレジスタ 1 

・ビット 9 IMASK9→Reservedに変更 

・ビット 8 IMASK8→Reservedに変更 

・ビット 4 IMASK4→Reservedに変更 

・ビット 3 IMASK3→Reservedに変更 

 



 

 

日付 版数 改版内容 

P29 3.2.20 SDメモリカード転送データサイズレジスタ 

LEN[9:0]の機能欄の説明 0の場合は未定義です。512バイト以上は設定しないでください→0

は設定しないでください。513バイト以上は設定しないでください。 誤記訂正 

P30 3.2.21 SDメモリカードオプション設定レジスタ 

ビット 14 MSEL→Reservedに変更 

P34 3.2.25 SDIOモード設定レジスタ 

・ビット 9の機能欄 説明追記 

・ビット 8の機能欄 説明追記 

・ビット 2の機能欄 説明文変更 

P36 3.2.27 SDIOインフォメーションマスクレジスタ レジスタバー 

・ビット 15 EXWT→EXWT_MASK 誤記訂正 

・ビット 14 EXPUB52→EXPUB52_MASK 誤記訂正 

・ビット 2 RWRDY→RWRDY_MASK 誤記訂正 

・ビット 1 C52RDY→C52RDY_MASK 誤記訂正 

・ビット 0 IOIRQ→IOIRQ_MASK 誤記訂正 

P38 3.2.29 SDIxソフトリセット制御レジスタ 

・ビット 2:1は 0→１固定の Reservedビットに変更 

・ビット 0 SDRSTのリセット時の値 0→1 

3.2.30 SDバージョンレジスタ 記載削除 

これに伴い，3.2.31以下の章番号繰上げ 

P39 3.2.30 SDIxユーズレジスタ 

・ビット 6 CD0→Reservedに変更 

・ビット 5 WP0→Reservedに変更 

・ビット 1 DMASEL→Reservedに変更 

P40 3.2.31 SDIxユーズ 2レジスタ 

・ビット 10 DelaySel[2:0]→IntParam[2:0]に変更 

・ビット 5 WP0→Reservedに変更 

・ビット 1 DMASEL→Reservedに変更 

2009.3.31 第３版 

P41 3.2.32 SDIx DMAモード SDバッファレジスタ 

４行目 レジスタの説明文追記 

一部記載の誤記訂正 

P13 3.1 レジスタ一覧  SDバージョンレジスタ  記載削除 

P11 2.1 SDカードインタフェース端子 

兼用端子 MS関係の記載削除 

P39 3.2.30 SDIxユーズレジスタ ビット 8 SDCLKSTP 内部ループを設定不可に記載変更 

4.1 クロック制御  記載削除 

2009.9.30 第４版 

P43 4.1 SDメモリカード転送クロック選択 

AB1_SDIAWAITCTRL レジスタ設定値 0x600→0x300  誤記訂正 
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